



























































との共同研究の成果（平成 20 年度～23 年度）
として、また、独立法人医薬基盤研究所から
保健医療分野における基礎研究推進事業（平


















研 究 期 間：2012年 4月 1日～2013年 3月 31日 
研 究 題 目：HGF-Metの活性化機構に基づく分子創薬研究－Ｘ線構造を基盤とした 
最適化研究 





向を示した。シード化合物の 1 つと HGFβ鎖

















合阻害活性、HGF 依存的細胞 Scattering 作用
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